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割
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に
ス
ト
ッ
ク
を
も
っ
て
大
股
、
足

早
で
歩
く
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
は
そ
の
典
型
で
し
ょ

う
。

　
「
シ
」
は
「
喋
る
（
し
ゃ
べ
る
）」

で
す
。
一
人
で
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
孤
食
と
終
日
テ
レ
ビ
を
見
て
過

ご
す
の
で
は
な
く
、
外
に
出
て
趣

味
や
社
会
活
動
で
人
と
楽
し
く
交

流
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
「
タ
」
は
「
食
べ
る
」
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
と
く
に

噛
む
力
（
咀
嚼
力
）
は
、
食
欲
を

満
た
し
、
体
力
を
保
持
し
、
老
化

を
防
止
す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と

は
自
明
で
す
。
口
腔
ケ
ア
が
重
視

さ
れ
る
所
以
で
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
健
康
長
寿
の
食
べ
物
に

関
す
る
『
マ
ゴ
ワ
ヤ
サ
シ
イ
ヨ
』

に
つ
い
て
で
す
。

健
康
と
栄
養
の
大
家
で
あ
る
家

森
幸
男
京
大
名
誉
教
授
の
多
年
か

つ
国
際
的
な
調
査
研
究
に
よ
れ

ば
、
大
豆
（
豆
腐
、
納
豆
な
ど
）

と
魚
の
両
方
を
食
べ
て
い
る
日
本

人
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
死
亡
率
が

少
な
く
、
こ
れ
が
日
本
人
の
平
均

寿
命
が
長
い
要
因
で
あ
り
、
糖
尿

病
や
認
知
症
の
予
防
効
果
も
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
海
藻
も

大
豆
や
魚
と
と
も
に
日
本
の
長
寿

を
支
え
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た

そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
大
豆
と
魚

を
採
る
人
は
塩
分
の
摂
取
量
も
多

く
、
高
血
圧
、
ひ
い
て
は
脳
卒
中

に
な
り
易
い
の
で
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
は
、
減
塩
、
適
塩

で
大
豆
や
魚
な
ど
の
日
本
の
伝
統

食
を
食
べ
る
の
が
良
い
、
と
結
論

付
け
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
海
藻

に
多
く
含
ま
れ
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

は
塩
分
を
打
ち
消
す
効
果
も
あ
る

そ
う
で
す
。

日
本
の
伝
統
的
な
食
材
の
頭
文

字
を
と
っ
た
の
が
「
マ
ゴ
ワ
ヤ
サ

シ
イ
」（
豆
、ゴ
マ
、わ
か
め
、野
菜
、

魚
、
シ
イ
タ
ケ
、
芋
）
で
す
が
、

家
森
先
生
は
、
長
寿
食
と
し
て
は
、

こ
れ
に
西
洋
の
長
寿
食
で
あ
る
ヨ

ー
グ
ル
ト
を
付
け
加
え
て
「
マ
ゴ

ワ
ヤ
サ
シ
イ
ヨ
」
と
す
る
こ
と
を

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
長
寿
の
話

           

（『
ア
シ
タ
』
と
『
マ
ゴ
ワ
ヤ
サ
シ
イ
ヨ
』）
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こ
の
6
月
に
新
し
く
理
事
（
非

常
勤
）
を
拝
命
し
た
河
村
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
福
祉
行
政
や
病
院
事

業
な
ど
に
長
く
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
前
職
の
長
寿
社
会
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
仕
事
柄
、
健
康
長

寿
に
つ
い
て
の
心
が
け
や
秘
訣
、

さ
ら
に
は
食
事
に
関
す
る
ご
高
説

を
お
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
う
ち
の
い

く
つ
か
の
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
基
本
と
な
る
『
ア
シ

タ
』
で
す
。
あ
る
い
は
ご
存
じ
の

方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ア
」
は
「
歩
く
」
で
す
。
歩

く
こ
と
が
健
康
に
良
い
の
は
周
知

の
こ
と
で
す
が
、
国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
に
よ
る

と
、「
も
う
5
セ
ン
チ
運
動
」
と

い
う
の
が
あ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
ト

ボ
ト
ボ
と
歩
く
よ
り
、
少
し
大
股

で
し
か
も
少
し
足
早
に
歩
く
の
が

身
体
に
も
脳
に
も
適
度
に
負
荷
が

か
か
っ
て
良
い
そ
う
で
す
。
両
手



第
４ 

各
事
業
部
門
の
取
組
み

（１）　貸借対照表の要旨　（平成３1年３月３１日現在）
単位：　千円

科 目 金 額 科 目 金 額
流動資産 2,293,628 流動負債 1,084,980
固定資産 11,851,319 固定負債 3,665,918

負債の部合計 4,750,898
基本金 506,033
国庫補助金等特別積立金 5,474,954
その他積立金 1,192,506
次期繰越活動収支差額 2,220,556
 （当期活動収支差額） (△170,760)

純資産の部合計 9,394,049
資産の部合計 14,144,947 負債・純資産合計 14,144,947

資 産 の 部 負 債 の 部

平成 30 年度　決算報告
　6 月 12 日に開催されました当会理事会及び 6 月 26 日開催の定時
評議員会において、 平成 30 年度決算が以下のように承認されました。

（1）
法
人
組
織
の
活
性
化
に
よ
る
業
績
の
向
上

　

こ
れ
ま
で
の
４
部
門
（
総
務
部
、
財
務
部
、

企
画
開
発
本
部
、事
業
本
部
）
か
ら
6
部
門
（
人

材
確
保
対
策
推
進
本
部
、
地
域
公
益
活
動
推

進
本
部
を
新
設
）
に
衣
替
え
し
、
法
人
全
体

を
俯
瞰
し
た
調
整
機
能
の
発
揮
、
企
画
立
案

機
能
や
広
報
機
能
の
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。

（2）
経
営
企
画
会
議
等
に
よ
る
諸
課
題
の
検
討

及
び
対
処
方
針
の
決
定

　

経
営
企
画
会
議
、
幹
部
連
絡
会
議
、
部
課

長
連
絡
会
議
等
の
諸
会
議
を
通
じ
て
、
経
営

方
針
等
に
関
す
る
意
思
疎
通
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
事
業
本
部
（
保
健
衛
生
業
務
調
整
、

栄
養
業
務
調
整
、
相
談
業
務
調
整
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
業
務
調
整
）
の
取
組
み
に
よ

１ 
法
人
機
能
の
充
実

　

経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
事
業

運
営
の
透
明
性
の
向
上
、
地
域
公
益
事
業
の

積
極
的
な
展
開
等
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、「
内
部
管
理
体
制
の
基
本
方
針
」
に

則
っ
た
経
営
戦
略
等
に
関
す
る
合
議
体
で
あ

る
経
営
企
画
会
議
や
内
部
監
査
を
担
当
す
る

監
査
室
も
、
所
期
の
目
的
の
達
成
に
努
め
た
。

　

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
主

旨
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
他
、
完
全
週
休
２

日
制
に
関
す
る
検
討
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
再
構
築
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等
昨
今

の
社
会
経
済
情
勢
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
た
。

　

本
部
事
務
局
次
長　

浅
井　

敏
男

 

平
成
30
年
度
浴
風
会
事
業
報
告
概
要　

（
下
）

り
、
職
種
別
に
当
該
業
務
に
関
す
る
連
絡
調

整
を
図
り
、
業
務
の
円
滑
化
、
リ
ス
ク
管
理

に
努
め
る
な
ど
し
て
、
現
場
第
一
線
の
業
務

向
上
に
努
め
た
。

（3）
情
報
公
開
の
推
進

ア 

法
人
情
報
の
開
示

　

福
祉
医
療
機
構
の
「
財
務
諸
表
等
電
子
開

示
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
っ
て
、
法
人
の
運
営
・

財
務
状
況
に
係
る
情
報
を
開
示
し
た
。

イ 

見
学
者
・
視
察
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

積
極
的
受
入
れ

　

見
学
者
・
視
察
者
（
２
８
２
名
）
は
、
国

や
自
治
体
、
福
祉
関
係
団
体
、
研
究
機
関
・

学
校
等
と
、
多
岐
に
亘
る
機
関
等
か
ら
受
入

れ
、
ま
た
海
外
（
う
ち
１
２
９
名
）
か
ら
の

受
入
れ
も
多
く
行
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
延
べ
１
万
人
を
超
え

る
皆
様
か
ら
支
援
を
得
た
。

ウ 

広
報
推
進
会
議
の
運
営

　

法
人
と
し
て
の
一
体
化
し
た
広
報
計
画
の

下
に
、
歴
史
や
理
念
、
実
施
事
業
の
現
状
や

方
向
性
等
を
迅
速
、
適
切
に
発
信
し
て
、
法

人
の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
会
内
外

関
係
者
の
法
人
に
対
す
る
理
解
、
信
頼
及
び

支
援
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
た
。

２ 

高
齢
者
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業

1）
浴
風
会
病
院
事
業

　

入
院
、
外
来
に
そ
れ
ぞ
れ
目
標
患
者
数
を

定
め
、
コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
て
各
部
門
が
そ

れ
な
り
に
努
力
を
し
た
が
、
地
域
包
括
病
棟

の
包
括
単
価
の
減
少
等
に
よ
っ
て
、
収
支
上

は
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
で

は
、
杉
並
区
の
認
知
症
施
策
や
福
祉
医
療
の

実
際
な
ど
を
学
べ
る
場
と
し
て
、
当
セ
ン

タ
ー
が
企
画
す
る
「
認
知
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
年
2
回
開
催
し
た
。

2）
老
健
施
設
及
び
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業

　

充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
を

基
に
、
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
、
入
所
・
短
期
入
所
・
通
所
の
相
互
の

連
携
に
取
り
組
み
、
在
宅
生
活
へ
の
総
合
的

な
支
援
体
制
強
化
に
努
め
た
。

３ 

老
人
福
祉
事
業

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
い
て
は
、
虚
弱

化
に
伴
う
入
浴
・
配
食
・
排
泄
な
ど
の
身
体

介
助
の
増
加
、
認
知
症
の
進
行
や
精
神
疾
患

に
伴
う
見
守
り
、
金
銭
管
理
や
服
薬
管
理
、

利
用
者
間
ト
ラ
ブ
ル
の
調
整
な
ど
、
利
用
者

の
多
様
化
と
も
相
ま
っ
て
多
岐
に
亘
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
介
護
保
険

の
活
用
等
も
併
せ
、
職
員
の
業
務
の
負
担
軽

減
も
図
り
な
が
ら
、
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ

2
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（２）　総合資金収支計算書（平成３1年３月３１日現在） 単位：千円

養護　浴風園 468,213 467,808 405

軽費　松風園 346,717 346,073 644

軽費　ケアハウス 181,103 180,557 546

996,033 11.8% 994,438 11.7% 1,595

特養　南陽園 1,140,115 1,138,456 1,659

特養　第二南陽園 698,549 698,450 99

特養　第三南陽園 1,070,691 1,070,254 437

南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 43,797 42,934 863

第二南陽園在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 80,343 89,105 △ 8,762

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑひまわり 106,163 103,522 2,641

ヘルパーステーション 61,919 60,629 1,290

3,201,577 37.9% 3,203,350 37.6% △ 1,773

浴風会病院 2,976,019 3,060,196 △ 84,177

老健くぬぎ 584,007 584,837 △ 830

認知症介護研究研修ｾﾝﾀｰ 367,840 367,712 128

本部経常部 175,848 162,268 13,580

8,301,324 98.2% 8,372,801 98.3% △ 71,477

49,981 49,881 100

29,899 29,703 196

38,151 37,017 1,134

13,732 13,425 307

131,763 1.6% 130,026 1.5% 1,737

16,617 0.2% 15,177 0.2% 1,440

8,449,704 100.0% 8,518,004 100.0% △ 68,300総　計　　（c+d+e）

社
　
会
　
福
　
祉
　
事
　
業

区分

介護保険事業計　（ｂ）

社会福祉事業合計（ｃ）

地域包括支援ｾﾝﾀｰ

公
益
事
業

公益事業合計　（d）

収益事業　（e）

よくふう保育園

収支差額収　　入　　額 支　　出　　額

老人福祉事業計　（ａ）

居宅介護支援事業所

ケアスクール



る
「
利
用
者
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を

共
通
認
識
と
し
て
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
利
用
者
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
多
職

種
協
働
で
支
援
の
充
実
に
努
め
た
。

４ 

介
護
保
険
事
業

　

介
護
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
の
下
、
事
業
計

画
に
沿
っ
て
事
業
を
推
進
し
、
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
及
び
目
標
達
成
に
努
め
た
。

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、
利
用

者
の
入
院
等
に
よ
り
目
標
利
用
率
に
及
ば
な

か
っ
た
が
、
杉
並
区
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
の
連
携
に

よ
り
、
空
床
利
用
の
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。

　

身
体
拘
束
廃
止
に
向
け
て
、
悉
皆
研
修
を

実
施
し
、
職
員
の
意
識
向
上
を
図
る
他
、
看

取
り
介
護
に
つ
い
て
4
回
に
わ
た
る
研
修
会

を
開
催
し
た
。

５ 

地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

在
宅
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最

後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
支
え
る

人
、
支
え
ら
れ
る
人
へ
の
相
談
事
業
や
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
標
に
し
て
、

在
宅
の
高
齢
者
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

６ 

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

事
業

　

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
全
国

運
営
協
議
会
（
大
府
セ
ン
タ
ー
で
開
催
）、

同
セ
ン
タ
ー
合
同
研
究
成
果
報
告
会
（
仙

台
セ
ン
タ
ー
で
開
催
）
に
参
加
し
て
各
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
と
も
に
、
研
究
成
果
の
報
告
を
行
っ

た
。

　

国
の
認
知
症
政
策
の
推
進
並
び
に
認
知
症

ケ
ア
に
お
い
て
急
務
と
な
っ
て
い
る
課
題
の

解
決
や
そ
の
基
盤
整
備
に
向
け
て
研
究
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
介
護
指
導
者
等

の
研
修
事
業
、
認
知
症
介
護
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
運
用
等
に
よ
る
広
報
・
普
及
・
啓

発
事
業
を
推
進
し
た
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
見
、
法
令
や
内

部
規
定
を
守
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
よ
う

で
す
が
、
一
度
失
わ
れ
た
信
頼
や
名
誉
を

回
復
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
人
々
が
従
来
よ
り
も
道
徳
的
で
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
部

の
不
道
徳
・
不
心
得
な
人
の
言
動
の
悪
影

響
が
、
ネ
ッ
ト
の
力
で
ま
た
た
く
ま
に
広

が
る
と
い
う
昨
今
に
あ
っ
て
は
、
組
織
や

職
員
を
守
る
た
め
に
も
同
規
程
は
必
要
な

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
人
間
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

若
い
頃
に
読
ん
だ
「
長
い
箸
の
説
話
」
が

ず
っ
と
気
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
研
修

で
改
め
て
そ
れ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ

の
説
話
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

あ
る
人
が
地
獄
を
覗
い
て
み
た
。
そ

こ
で
は
1
ｍ
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
長
い
箸

を
使
い
、
人
々
が
大
き
な
鍋
を
囲
ん
で
食

事
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
箸
が

長
す
ぎ
て
な
か
な
か
具
を
挟
め
な
い
。
や

っ
と
の
思
い
で
挟
ん
で
具
を
持
ち
上
げ
よ

う
と
し
た
ら
、
他
の
人
が
そ
れ
を
横
取
り

し
よ
う
と
す
る
。
邪
魔
を
か
い
く
ぐ
っ
て

自
分
の
口
に
入
れ
よ
う
と
し
て
も
、
箸
が

長
す
ぎ
て
口
に
入
ら
な
い
。
次
に
極
楽
を

覗
い
て
み
た
。
そ
こ
で
も
人
々
は
同
じ
よ

う
に
長
い
箸
を
使
っ
て
食
事
を
し
て
い

た
。
見
る
と
そ
こ
で
は
、
あ
る
人
が
長
い

箸
で
具
を
つ
か
む
と
向
か
い
の
人
の
口
に

入
れ
て
あ
げ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
向
か

今
年
の
3
月
か
ら
6
月
ま
で
の
長
期
に

わ
た
り
、
歴
史
あ
る
浴
風
会
の
法
人
本
部
に

て
研
修
を
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
京
極

理
事
長
様
は
じ
め
多
数
の
皆
様
に
、
言
葉
で

は
言
い
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま

し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
理
事
会
、

監
事
監
査
、
会
計
監
査
、
経
営
企
画
会
議
、

部
課
長
連
絡
会
議
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
会
議

な
ど
、
法
人
本
部
が
主
催
す
る
主
立
っ
た
会

議
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

新
任
職
員
研
修
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
研

修
の
一
部
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
す
る
よ

う
お
誘
い
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
組
織
ガ
バ
ナ
ン
ス
や

人
間
関
係
の
洞
察
が
私
の
テ
ー
マ
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
組
織
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
法
令
遵
守
推
進
規
程
」
に

興
味
を
抱
き
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
私
が
理

解
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
管
理
職
の
率
先
垂
範

お
よ
び
管
理
監
督
が
大
事
、
見
て
見
ぬ
ふ
り

は
い
け
な
い
、正
当
な
通
報
者
は
守
ら
れ
る
、

虚
偽
の
通
報
者
は
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
し
た
。
ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
法

令
等
の
範
囲
を
内
部
規
定
に
ま
で
拡
大
し
て

い
る
こ
と
、
守
る
べ
き
も
の
を
倫
理
や
社
会

規
範
に
ま
で
広
げ
て
い
る
こ
と
、
対
象
者
を

利
用
者
の
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ま
で
広

げ
て
い
る
こ
と
で
、
抽
象
的
な
が
ら
組
織
と

し
て
規
律
や
規
範
を
重
ん
じ
る
姿
勢
を
示
し

い
の
人
は
お
礼
に
と
自
分
の
口
に
も
入
れ
て

く
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
極
楽
で
は
和
気

あ
い
あ
い
と
食
事
が
進
ん
で
い
た
。

最
近
の
研
究
で
、
心
理
的
安
全
性
と
構

成
員
の
責
任
感
を
両
立
さ
せ
て
い
る
組
織

は
、
生
産
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
の

こ
と
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
言
動
が
他
者
に

与
え
る
影
響
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
な
く
、

感
じ
た
ま
ま
の
想
い
を
素
直
に
伝
え
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
や
雰
囲
気
が
あ
り
、
し
か
も

構
成
員
一
人
一
人
の
責
任
感
が
強
い
組
織

は
、
生
産
性
が
高
い
と
い
い
ま
す
。
逆
に
、

上
の
顔
色
が
気
に
な
っ
た
り
、
人
の
足
を
引

っ
張
っ
た
り
、
揚
げ
足
取
り
を
し
た
り
す
る

よ
う
な
組
織
で
は
、
人
々
は
口
を
つ
ぐ
み
、

必
要
な
こ
と
ま
で
言
わ
な
く
な
る
と
い
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
先
の
「
長
い
箸
の
説
話
」
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。浴

風
会
で
も
か
つ
て
は
波
風
が
立
っ
た

時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
そ
れ

を
克
服
さ
れ
、
管
理
職
が
部
下
を
気
遣
い
、

何
で
も
言
い
合
え
る
組
織
風
土
作
り
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
お
見
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

組
織
に
し
ろ
経
営
に
し
ろ
、
そ
の
善
し
悪
し

を
左
右
す
る
の
は
結
局
の
と
こ
ろ
「
人
」
で

す
か
ら
、
浴
風
会
の
そ
の
よ
う
な
良
い
雰
囲

気
を
私
た
ち
の
法
人
に
も
持
ち
帰
り
、
組
織

作
り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
度
は
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

聖
明
福
祉
協
会　

盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
聖
明
園
曙
荘　

                                                   　

副
園
長   

本
間　

律
子

浴
風
会
研
修
を
終
え
て

3
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（8 月）（8 月）
浴風会の動き

7
月
31
日　

カ
フ
ェ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
、
大
学

の
先
生
方
と
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
未
来

の
暮
ら
し
方
の
参
考
に
す
る
た
め
、「
戦
前
か

ら
戦
後
の
生
活
（
食
事
・
近
所
と
の
関
わ
り

等
）」
に
つ
い
て
、お
話
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

9
日　
「
デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
。

ご
飯
を
少
な
く
し
て
デ
ザ
ー
ト
に
備
え
た
と

の
お
話
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。          （
尾
滝
）

4
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★
各
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
︑
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
︒　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  　

  　
（
鶴
間
・
工
藤
）

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
７
４
３

 

７
日　
「
納
涼
祭
」

を
開
催
。
昼
食
に
は

焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼

き
、
か
ら
揚
げ
、
枝

豆
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
な
ど
の
お
祭
り
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
用
意

し
、
食
堂
で
職
員
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。

午
後
は
職
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
縁
日
を
行
い
、射
的
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
輪
投
げ
、
ゼ
リ
ー
つ
か
み
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
模
擬
店
を
開
き
ま
し
た
。

Ｃ
a
ｆ
é
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド

︻
老
人
福
祉
事
業
︼

︻
介
護
保
険
事
業
︼

6
日　
「
納
涼
大
会
」

を
昼
食
時
に
食
堂
に

て
開
催
。
中
庭
で
は
焼

き
鳥
や
じ
ゃ
が
バ
タ

ー
、
生
ビ
ー
ル
等
の
模

擬
店
が
開
店
、
食
堂
内

で
は
的
当
て
ゲ
ー
ム

の
ほ
か
高
井
戸
こ
だ

ま
会
の
皆
様
や
和
太

鼓
ク
ラ
ブ
に
よ
る
太

鼓
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
最
後
は
例
年
ど
お

り
盆
踊
り
で
気
分
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
職
員
の
浴
衣
姿
も
好
評
で
、
ご
利
用

者
の
皆
様
、
職
員
が
一
体
と
な
り
夏
祭
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。　　
　

        　
　
　
（
宮
中
）

ご
利
用
者
の
皆
様
も
笑
顔
で
ご
参
加
下
さ
い
ま

し
た
。
中
で
も
射
的
で
は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な

歓
声
が
あ
が
り
、
皆
様
熱
狂
さ
れ
ま
し
た
。

夕
食
後
の
夜
７
時
よ
り
花
火
大
会
を
行
い
、

打
ち
上
げ
花
火
が
夏
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り

ま
し
た
。
ご
家
族
も
一
緒
に
見
学
さ
れ
、
浴
風

園
前
の
広
場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

30
日　

新
し
く
導
入
さ
れ
た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
使
っ
た
防
災
訓
練
を
実
施
。
万
一
に
備
え
る

た
め
、
職
員
全
員
真
剣
な
表
情
で
参
加
し
ま
し

た
。                       　

            　
　

    

（
阿
南
）

︻
本
部
事
務
局
︼

2
日　

台
風
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い

た
「
花
火
大
会
」
を
、
第
三
南
陽
園
・
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
・
老
健
く
ぬ
ぎ
と
合

同
で
行
い
ま
し
た
。
ご
利
用
者
の
他
、
ご
家

族
や
ご
近
所
の
方
も
た
く
さ
ん
参
加
さ
れ
、

次
々
と
上
が
る
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

3
︑
4
日　

富
士
見
个
丘
商
店
街
の
「
七
夕

祭
り
」
に
参
加
。
ご
利
用
者
の
皆
様
と
一
緒

に
出
か
け
、
屋
台
の
料
理
や
サ
ン
バ
の
踊
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。　
　
　

  　
　

  

（
丸
山
）

23
日　
「
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
」開
催
。

27
日　

杉
並
福
祉
事
務
所
ソ
ー
シ
ャ
ル 

ワ
ー

ク
実
習
学
生
７
名
見
学
。

　

厚
生
労
働
省
介
護
保
険
計
画
課
等
新
任
職

員
９
名
見
学
。 　

      　
　
　
　
　

 

（
浅
井
）

1
日　

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
10
期
生
11

期
生
ス
ク
ー
リ
ン
グ
毎
週
木
曜
日
。
受
講
生

22
名
。
講
師
・
瀧
浪
美
也
子
氏
。

6
日　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
13
期
生
ス
ク

ー
リ
ン
グ
毎
週
火
曜
日
。
受
講
生
15
名
。
講

師
・
大
津
陽
子
氏
、
橋
村
あ
ゆ
み
氏
、
百
瀨
、

　

毎
日
の
始
ま
り
と
し
て
、
お
客
様
に
そ
の

当
日
に
因
ん
だ
物
や
事
柄
に
絡
め
て
自
己
紹

介
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
下
駄
の

日
に
因
ん
で
、
普
段
履
い
て
い
る
履
物
を
教

え
て
く
だ
さ
い
」「
温
度
計
の
日
に
因
ん
で
、

好
き
な
季
節
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
等
々
。

猛
暑
が
続
く
な
か
「
涼
し
く
な
っ
た
ら
ど
こ

へ
行
き
た
い
で
す
か
」
と
伺
う
と
、「
涼
し

い
と
こ
ろ
」「
山
・
川
」
の
他
に
「
暖
か
い

と
こ
ろ
（
ハ
ワ
イ
）」
な
ど
個
性
溢
れ
る
自

己
紹
介
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。 　

 

（
鶴
間
）

服
部
、
鈴
木
。

7
・
28
日　

外
国
人
向
け
介
護
職
員
初
任
者

研
修
「
介
護
の
た
め
の
日
本
語
（
補
講
）」。

受
講
生
2
名
。
講
師
・
に
ほ
ん
ご
の
会
。

9
日　

特
別
区
職
員
互
助
組
合
介
護
講
座

「
穏
や
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
介
護
の
い
・

ろ
・
は
」
準
備
編
。
講
師
・
國
安
眞
理
氏
、

杉
谷
範
子
氏
、
服
部
。
参
加
者
44
名
。

21
日　

豊
島
区
受
託
講
座
「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
お
け
る
倫
理
原
則
を
法
律
の
視
点
か

ら
学
ぶ
」
講
師
・
高
村
浩
氏
、
参
加
者
46
名
。

23
日　
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド

開
店
。
来
店
者
40
名
。
10
月
は
25
日
（
金
）

11
時
30
分
～
15
時　

本
館
１
階
第
三
会
議
室

に
て
開
店
い
た
し
ま
す
。
パ
ン
、焼
き
菓
子
、

コ
ー
ヒ
ー
の
他
素
敵
な
小
物
の
販
売
と
、
折

り
紙
な
ど
一
緒
に
楽
し
め
る
手
作
り
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
店
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

30
日　

杉
並
区
受
託
講
座
「
相
談
援
助
の
理

論
と
実
際
」
受
講
生
90
名
。
講
師
・
渡
部
律

子
氏
。　
　
　
　
　
　
　

       　
　

 

（
鈴
木
）

〇 

高
齢
者
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー

　

  

セ
ン
タ
ー
長　

京
極　

髙
宣
（
理
事
長
）

〇 

浴
風
会
病
院

　

  

名
誉
病
院
長　

吉
田　

亮
一
氏

　

幹
部
人
事
︵
９
月
１
日
付
︶

（
前
高
齢
者
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
長
）

 　

就
任　

古ふ
る
い
ち都　

賢
一
氏

　
　

 （
全
国
社
会
福
祉
協
議
会　

副
会
長
）

　

評  

議  

員
︵
９
月
１
日
付
︶

3
︑
４
日　

富
士
見

个
丘
商
店
街
の
お
祭

り
に
外
出
し
ま
し
た
。

19
日　

各
フ
ロ
ア
で

「
納
涼
祭
」
を
開
催
。

ヨ
ー
ヨ
ー
や
射
的
の

浴
風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル

浴
風
園
　（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

南
陽
園
　 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

松
風
園
　（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス

（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

第
二
南
陽
園
　（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
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★
ご
見
学
の
お
申
し
込
み
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

の
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
︒

◎
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
１
４
０　
　

1
～
2
日　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
研
修

（
新
任
者
）
名
古
屋　

２
９
４
名
受
講

2
日　

第
1
回
認
知
症
介
護
指
導
者
研
修
修

了
式　

8
名
修
了

9
日　

厚
生
労
働
省
老
健
局
総
務
課
認
知
症

施
策
推
進
室　

岡
野
新
室
長
視
察

19
日　

第
2
回
認
知
症
介
護
指
導
者
研
修
開

講
式　

18
名
受
講

20
～
21
日　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
研
修

（
新
任
者
）
福
岡　

２
３
4
名
受
講

22
～
23
日　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
研
修

（
現
任
者
）
福
岡　

１
０
７
名
受
講

26
日　

老
健
事
業
W
Ｇ　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

◆
8
／
18
読
売
新
聞
朝
刊
に
長
谷
川
和
夫
名

誉
セ
ン
タ
ー
長
の
記
事
が
載
り
ま
し
た
。
編

集
委
員
室
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
か
ら
動
画
が
見
ら

れ
ま
す
。

https://tw
itter.com

/y_seniorw
riters/

status/1162859737886539776

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冨
島
）

︻
研
究
・

研
修
他
︼　

杉
並
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

ケ
ア
24
高
井
戸

◎
電
話
０
３
︱
３
３
３
４
︱
２
４
９
５

︻
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
︼

予
約
電
話　

浴
風
会
病
院
︵
代
表
︶

◎
０
３
︱
３
３
３
２
︱
６
５
１
１

 

杉
並
区
の
方
の
後
期
区
民
健
診
が
始
ま
り

ま
し
た
。
10
月
か
ら
３
月
に
誕
生
日
を
迎
え

る
方
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
前
期
区
民
健
診
は
10
月
末
ま
で

と
な
り
ま
す
。9
月
ま
で
の
誕
生
日
の
方
は
、

お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、
追
加
健
診

と
し
て
お
受
け
い
た
だ
け
る
左
記
の
健
診
コ

ー
ス
が
ご
ざ
い
ま
す
。

﹁
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
﹂﹁
骨
密
度
検
診
﹂

﹁
動
脈
硬
化
検
診
﹂﹁
肺
が
ん
検
診
﹂

　
　

受
診
を
ご
希
望
の
方
、
詳
し
い
ご
説
明
が

　

必
要
な
方
は
担
当
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
　

お
電
話
で
の
ご
予
約
は
、月
曜
～
金
曜（
祝

　

日
を
除
く
）
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

　

で
す
。
健
診
担
当
　
立
川
　
　
　
　  ︵
中
澤
︶

︻
病
院
事
業
︼

★
入
所
・
デ
イ
ケ
ア
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ご
利

用
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
１
︵
代
表
︶

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
３
４
︵
入
所
︶

◎
０
３
︱
５
３
３
６
︱
７
７
０
４
︵
デ
イ
ケ
ア
︶

2
日　

南
陽
園
、第
三
南
陽
園
と
合
同
で「
花

火
大
会
」
を
開
催
。
3
つ
の
施
設
の
中
間
に

あ
る
広
場
で
、
19
時
か
ら
約
30
分
間
に
様
々

な
花
火
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入

所
者
の
皆
様
も
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
花
火
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
喜
ん

２
日　
「
合
同
花
火
大
会
」
開
催
。
打
ち
上
が

っ
た
花
火
を
み
て
「
す
ご
い
わ
。
き
れ
い
ね
。」

と
笑
顔
で
話
さ
れ

て
、
多
く
の
方
が

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

５
︑６
日　

阿
佐
个

谷
七
夕
祭
り
へ
出

か
け
ま
し
た
。「
前

に
来
た
こ
と
が
あ
る
わ

ね
。
懐
か
し
い
。」
と
話

さ
れ
大
き
な
七
夕
飾
り

や
張
り
ぼ
て
を
見
て
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

16
日　
「
ス
イ
カ
割
り

大
会
」
開
催
。
よ
く
ふ

う
保
育
園
の
園
児
を

招
待
し
て
、「
よ
い
し

ょ
！
」
の
か
け
声
で
ス

イ
カ
を
割
り
、
園
児
の

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
み
て
終
始
笑
顔
の
ご
利

用
者
の
皆
様
。
最
後
に
よ
く
冷
え
た
す
い
か

を
一
緒
に
食
べ
て
楽
し
い
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。︵
表
紙
写
真
︶　
　
　
　
　
　

  （
谷
口
）

７
月
29
日　
『
人
生
１
０
０
年
時
代
の
親
と

　

子
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
家
族
介
護
教
室
を

　

開
催
。
こ
れ
ま
で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
長
い
人
生
、
変
化
し
た
親
子
の
関
係
を
見

つ
め
直
し
、
新
し
い
暮
ら
し
方
を
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

2
日　

高
井
戸
こ
だ
ま
会
の
方
々
に
お
越
し

頂
き
、
和
太
鼓
演
奏
と
盆
踊
り
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

7
日　

納
涼
週
間
の
行
事
と
し
て
ス
イ
カ
割

り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

19
日　

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
演
奏
会
で

す
。
南
国
の
夏
を
感
じ
さ
せ
る
音
楽
の
ひ
と

と
き
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

 

（
隈
本
）

２
日　

毎
年
恒
例
の
「
花
火

大
会
」
を
開
催
。
今
年
は
南

陽
園
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ

ま
わ
り
に
加
え
て
老
健
く
ぬ

ぎ
も
参
加
し
盛
大
な
花
火
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
１
つ
１

つ
打
ち
あ
が
る
花
火
の
見
ど

こ
ろ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
す

ぐ
に
花
火
が
打
ち
あ
が
り
ま
す
。「
う
わ

ー
、
き
れ
い
ね
。
た
ま

や
ー
！
」
と
ご
利
用
者

の
方
々
か
ら
楽
し
ま
れ

て
い
る
声
が
き
か
れ
ま

し
た
。

７
日　

毎
年
阿
佐
个
谷

で
行
わ
れ
る
七
夕
祭
り

に
出
か
け
ま
し
た
。
ご

令和元年 9 月１日発行

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

20
～
22
日　

デ
イ
ケ
ア
で
は
3
日
間
に
よ
る

「
夏
祭
り
」
を
開
催
！
射
的
や
金
魚
す
く
い
を

楽
し
ま
れ
た
り
、
ま
た
職
員
が
所
属
し
て
い

る
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
な
っ
て
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

28
日　

2
階
フ
ロ
ア
に
お
い
て
「
納
涼
祭
」

を
開
催
。
か
き
氷
や
た
こ
焼
き
を
召
し
上
が

っ
て
も
ら
い
、
午
後
か
ら
は
デ
イ
ケ
ア
で
も

協
力
い
た
だ
い
た
太
鼓
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演

奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。          　
　

   

（
森
屋
）

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
歴
史
が
あ
り
、
皆

同
じ
で
は
な
い
が
、
大
切
な
の
は
、
家
族
の

中
で
お
互
い
に
話
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
と
皆
さ
ん
と
共
有
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
医
療
に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
区
報
で
ご
案
内
し
ま
す

の
で
、
是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。　

 

（
尾
関
）

利
用
者
の
方
が
作
成
し
た
「
天
の
川
を
遡
上

す
る
鮭
VS
熊
」
の
は
り
ぼ
て
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
今

は
第
三
南
陽
園
の
入
り
口
に
飾
っ
て
あ
り
ま

す
。　

                                      

（
佐
々
木
）

模
擬
店
や
ス
イ
カ
割
り
等
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

21
日　

ク
ッ
キ
ン
グ
★
カ
フ
ェ
で
は
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
ベ
ー
ス
・
牛
乳
ベ
ー
ス
な
ど
ご
自
分

で
好
き
な
味
を
選
び
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

作
り
ま
し
た 
。　
　
　
　
　
　
　

  　

  

（
山
崎
）

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

第
三
南
陽
園
　（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

ケ
ア
24
高
井
戸

浴
風
会
病
院

第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

  （
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
）

老
健
く
ぬ
ぎ
︵
介
護
老
人
保
健
施
設
︶



　　つ な げ た い 浴 風 会 の 今 ⑦

　
　
　
　

生
活
相
談
員　

隈
本　

真
司　

　　在宅サービスセンター

る
と
考
え
て
い
ま
す
︒
お
年
を
召
し

て
お
身
体
が
少
し
で
も
不
自
由
に
な

る
と
ご
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
の
生
活

に
な
り
︑
生
活
が
単
調
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
︒そ
の
結
果
︑

体
力
の
低
下
や
要
介
護
度
が
上
が
る

な
ど
の
悪
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
︒
そ
こ
で
︑
当
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
出
番
で
す
︒
次
第
に
通
い
慣

れ
て
く
る
と
新
た
に
お
友
達
が
で
き

た
り
︑
好
き
な
趣
味
活
動
が
で
き
て
夢

中
に
な
っ
た
り
と
︑
そ
の
方
な
り
の
楽

し
み
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
す
︒
昔
か

ら
の
ご
友
人
と
数
十
年
ぶ
り
に
再
会
さ

れ
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
︒
気
が

つ
い
た
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
の
が

と
て
も
楽
し
く
て
︑も
っ
と
行
き
た
い
︑

回
数
を
増
や
し
た
い
と
嬉
し
い
ご
相
談

を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

お
客
様
一
人
ひ
と
り
の
在
宅
生
活
が
少
し
で
も
良
い

も
の
に
な
る
よ
う
︑
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
や
他
の
サ

ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
図
り
︑
よ
り
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
職
員
一
同
︑
日
々
研
鑽
を
積
ん
で

お
り
ま
す
︒

︻
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︼

〒
１
６
８
︲
８
５
１
０
※
住
所
な
し
で
届
き
ま
す

機
関
紙
「
浴
風
会
」
編
集
部
係

soum
u2@

yokufuukai.or.jp
http://w

w
w

.yokufuukai.or.jp/

ご
芳
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 ︿
金
品
・
物
品
﹀

 

宮
沢　

郁
子
様

令
和
元
年
7
月
16
日
か
ら
8
月
15
日

「
研
修
を
終
え
て
」
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た

本
間
律
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
の
５
月

号
巻
頭
言
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
社
会
福
祉
法

人
聖
明
福
祉
協
会
会
長
本
間
昭
雄
先
生
の
ご
養

子
で
す
。
律
子
さ
ん
の
ご
令
嬢
が
医
科
系
大
学

で
学
ん
で
い
て
、
本
間
会
長
が
失
明
の
た
め
果

た
せ
な
か
っ
た
、
12
代
続
く
医
者
の
後
継
者
が

で
き
た
と
、
会
長
は
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

律
子
さ
ん
ご
自
身
は
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を

持
ち
、
人
間
福
祉
研
究
で
博
士
号
を
取
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
日
本
盲
人
福
祉
の
先
覚
者
で
あ

る
岩
橋
武
夫
氏
の
業
績
を
中
心
に
「
盲
人
の
職

業
的
自
立
へ
の
歩
み
」（
関
西
学
院
大
学
出
版

会
）
を
著
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
盲
養
護
老
人

ホ
ー
ム
聖
明
園
（
青
梅
市
）
に
勤
め
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。            　
　
　
　
　
　
　

 （
つ
）

　　　　　施 設 概 要
第二南陽園在宅サービスセンター

類型：通所介護、
　　　　介護予防通所介護
設立：昭和 62 年 2 月
定員：1 日あたり 40 名
営業日：月曜日～土曜日　
　　日曜日と年末年始は休業
対象：要支援または要介護の
認定を受けた方。日中の活動
や社会参加を支援するサービ
スです。 

「
交
流
と
趣
味
活
動
で

　
　
　
　
　

生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
」

「
第
８
回
浴
風
会
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」
を
、

10
月
19
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

  

編
集
後
記

第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
日

帰
り
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
︒
朝
に
ご

自
宅
ま
で
送
迎
車
で
お
迎
え
に
上
が

り
︑
夕
方
に
ご
自
宅
に
お
送
り
す
る

ま
で
の
7
時
間
の
間
に
︑
機
能
訓
練

体
操
や
手
工
芸
等
の
趣
味
活
動
︑
お

食
事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑
希
望
さ
れ
る
方

に
は
入
浴
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

ま
す
︒
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
︑

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
お

力
を
お
借
り
し
て
︑
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
演
奏
や
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
︑
陶
芸
教
室
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
お
り

ご
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
︒

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑
ご
家
族

へ
の
支
援
も
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
︒
例
え

ば﹁
急
に
冠
婚
葬
祭
が
入
っ
た
﹂﹁
ど

う
し
て
も
こ
の
日
は
仕
事
で
・
・
﹂

な
ど
の
ご
相
談
を
頂
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒
こ
の
よ
う
な
時
は
可
能

な
限
り
︑
予
定
外
で
の
ご
利
用
を

お
受
け
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
必
要
に
応
じ
て
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
他
施
設
の
担
当
者
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
連
携

し
︑
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
案
で
き
る
と
こ
ろ
は

浴
風
会
な
ら
で
は
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
︒

　
そ
し
て
何
よ
り
も
当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
と
こ
ろ

は
︑
交
流
と
生
き
が
い
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
点
に
あ
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